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データ連結によるコネクションから
データ連成によるイノベーションへ

大澤幸生
Professor, Department of Systems Innovation
東京大学大学院工学系研究科システム創成学専攻

UTokyo joins COVID-19 data exchange
A new platform for data collaboration 

with Dawex Systems

実業界におけるデータジャケットの国際標準化
内閣府SIP2国際

東京大学工学系研究科・システム創成学専攻 大澤幸生研究室
が繋ぐ多業種多国籍ビジネスデータネットワーク（敬称略、紙面の都合で部分的記載）

丸の内データコンソーシアム（監修）
（三菱地所㈱、富士通㈱、東京大学大澤研究室等）

横浜データ共創ラボ
（横浜市、大澤研、富士通研）

日本データ取引所
オズマピーアール・キッコーマン

テレビ・WEB・SNS・店舗・食卓をまたいだコミュニ
ケーション効果の研究

ニッセイ アセットマネジメント㈱
市場における異常検知

スタンフォード大学
Chance Discovery 共同プロジェクト

エステートテクノロジーズ㈱
不動産情報提供・技術顧問

産学
トッパン・フォームズ㈱
データ駆動ソリューション

ユナイテッド・スーパーマーケット・
ホールディングス(株)

マーケティングへのデータ利活用

㈱構造計画研究所
KeyGraph商品化、

IMDJ伝承等、多様な共同研究

アビームコンサルティング㈱
コンサルティング・システム開発

㈱トラストアーキテクチュア
データサイエンス・システム開発

民公

teradata
データ活用手法を理解するワークショップ

“医療データ×天候データ×市場データ ×電力データ×人流データ×・・・”で新サービスの創出

共同印刷 ㈱
異業種間のデータ流通・活用の実証実験

内閣官房

下田市コミュニティシステム（下田市、大澤研）

FRONTEO 行動情報科学研究所
人工知能の基礎モデル・アドバイザー

イリノイ大学
Chance Discovery 共同プロジェクト

台湾大学
データジャケット共同ワークショップ

印・アミティ大学
データジャケット共同ワークショップ
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KeyGraph Step 2) Step1で得た共起クラスターの繋
がり。低頻度事象を介した繋がりは赤ノード●で可視
化

a4

a5

a10

Target data D:  
a1, a2, a4, a5 … .
a4, a5, a3, … .
a1, a2, a6, …. .
… a4, a5 .

… .
a1, a2, , a5, … , a10.
a1, a2, a4, , … , a10.
…, …, .
…, …, … .
…

a1

a2

KeyGraph Step 1) 高頻度事象（ ● ）の共起クラスター. 

KeyGraph®

KeyGraph (published in 1998 at IEEE ADL), applied first
(1996) to my PhD thesis

The new idea

KeyGraph事例: 商品開発からマーケティングへ

プロセスは「サンプル発注票を選ぶ」ところから始まった
臼井優樹・大澤幸生： 生地メーカーにおける暗黙的顧客ニーズの発見, ファジィ学会論文誌, Vol.15 No.3, pp.275-285 (2003) 

サンプル発注票

貴社名： ○ ○ ○ ○ 2001/10/04

シリアル番号 商品番号 商品名

. … CS4550N 4WAY…

2AW116 … MMO CSY

2AW371 CS2016N …

…       …                             …

A社 :CS3700,  CS4444, CS5100 , , … .              これがデータ
B社: CST1316…, CS3700, … .
C社:  ,  … . CS3700, MN21140, …,

サンプル発注票

貴社名： ○ ○ ○ ○ 2001/10/04

シリアル番号 商品番号 商品名

. … CS4550N 4WAY…

2AW116 … MMO CSY

2AW371 CS2016N …

…       …                             …

サンプル発注票

貴社名： ○ ○ ○ ○ 2001/10/04

シリアル番号 商品番号 商品名

. … CS4550N 4WAY…

2AW116 … MMO CSY

2AW371 CS2016N …

…       …                             …

サンプル発注票

貴社名： ○ ○ ○ ○ 2001/10/04

シリアル番号 商品番号 商品名

. … CS4550N 4WAY…

2AW116 … MMO CSY

2AW371 CS2016N …

…       …                             …
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KeyGraph® で専門性の異なる商品開発者が会議

臼井・大澤：組織内合意形成のためのチャンス発見 : 生地メーカーにおける触視覚補完型KeyGraphの効果, ファジィ学会論文誌, Vol.15 No.3, pp.275-285 (2003)

売れ筋（１）： ビジ
ネスウェア等に使
う「きれい目」生地

人気のスーツ

売れ筋（２）：
若さを感じさ
せる「着古し
系」生地

「若く爽やかに変身したい」
「仕事帰りには着替えたい」
→コーデュロイの新ジャケッ
ト

１３位 （/ ８００商品）のヒット

チャンス発見プロセスをデータ可視化で支援した、古くて新しい事例（2003）

チャンス発見プロセスで作った商品群

「AIが示せるのはせいぜいヒント止まり、ということはビジネ
スマンとしてまた人間として、喜ぶべきことといえるだろう」
（2003年、AERA編集長 久保田裕氏「人工知能でチャンス発見」 AERA 2003.4.7, p.63-64 より）
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The lost world

！

slide-17 外壁の中に、火の色が盛る明

るい暖かい店内。家とは本来、こういう
ものだろう。
slide-18 あのホルモン家。あえて、ホル

モン屋と書かない気持ちだ。その上に、
提灯が横丁の外の世界まで繋いでくれ
ている。 . 
slide-20 どん、と、そのホルモン家だ。

昭和２０年頃からの写真を見ると、ここ
はこれまでいろいろな店が交替で入っ
ていたようだが、ホルモンという文字が
こんなに似合う建物と空間は無い。
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!

ホルモン

ホルモンやき

いったい、この
集団は何やつ？
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初期の「感性言語」データ

basket

A KeyGraph carpet …
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KeyGraph carpetの上で実験（2006）

第二ラウンドのKeyGraph （2006）

奥
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Step1) データ所有者はデータジャケットに、記
載・公開可能な範囲でデータ概要（変数集合、
データ概要、期待するユースケース）を記載

データジャケット： 素人で良い。「思い込み」から始めよう
Innovators Marketplace on Data Jackets (IMDJ)
Ohsawa, Y., Liu, C., Suda, Y., and Kido, H., Innovators Marketplace on Data Jackets for Externalizing the Value of Data via Stakeholders’
Requirement Communication AAAI 2014 Spr. Sym. on “Big data becomes personal: Knowledge into Meaning, Stanford (2014)

過去の気象
日々の気温や湿度等
生活に関係する情報
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・

ID-POS
個人の生活に
おける購買内容

個人別購買）
@顧客ID番号
@年齢・性別
@購入品目
@日時

DJ(b)

DJ(a)

DJの実例
<DJ1758:自転車利用可能道路>

ある時刻における、年齢、性別、車種などに合わせた適切
な自転車ルートを提示するナビ。東京五輪開催時に混雑が
予想される地域において、自転車用レーンが設置されてい
る区画、もしくは車道・歩道が十分に広く、自転車が安全に
走行できる区画のマッピングデータ。年齢、車種など多様な
条件で自転車で区内を走り回る。国土交通省から自転車
レーン設置区画のデータをもらう。自転車利用者からの情
報提供。

概要

丁, 区, 安全な区画の連続性, 年齢, 性別, 時刻, 歩道の広さ, 
自転車の種類, 車線形態, 車道の広さ, 運動経験

変数

With anyone.共有ポリシー

Text, Tableデータタイプ

PDFデータフォーマッ
ト

データジャケット（DJ）: メタデータの一種だが、主観を含めてひとつの
データに対し複数のDJを与え、仮想的なマイニングストーリーを創造す
ることによってデータの利用価値まで評価する点が特徴

(Ohsawa et al, Data Jackets for Synthesizing Values in the Market of Data,
Procedia Computer Science 22, 709-716 (2013)）

・・・

・・・

データ利用方法の
提案者

提案：「気象から
健康予測するた
め、DJ(a), DJ(b), 
DJ(c)のデータを
使っては？」

ディープナレッジの
潜在ユーザ（例：医師）

Step ２～３） IMDJにおける「繋ぐ」「見る」「話す」
データと分析ツールの利用/結合方法の検討と評価、選択

要求(価値評価の指針)：
「健康変化に影響する要
因を知りたい（期待する
ディープナレッジ）」

スーパーの
POS（B社所有）

気象履歴
（A社所有）

生活

ID-POS
個人の生活に
おける購買内容

個人別購買）
@顧客ID番号
@年齢・性別
@購入品目
@日時 DJ(b)

健康診断結果
平常の生活者の
血液検査等の結果
@年月・日時

@CHE
@AST
@g-GTP ・・・
・・・ DJ(c)

過去の気象
日々の気温や湿度等
生活に関係する情報
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・ DJ(a)

病院にある
（筈の）データ

コーヒー販売
各種のコーヒーが各店
舗で購買された売上
@日時
@モカ売上
@キリマン売上
・・・
・・・ DJ(n)

購買

日時
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健康診断結果
@年月・日時

@CHE
@AST
@g-GTP
・・・
・・・

相関ルール分析

@購入品目
@状況（日時、場所な
ど）の基数

機械学習による
予測、計画
・・・ ・・・
@・・・
@・・・
@・・・
・・・

・・・
・・・ ・・・
@・・・
@・・・
@・・・
・・・

POSと通信
@顧客ID番号
@年齢・性別
@住所
@購入品目
@日時
@メッセージ内容

Data(A)

Tool(y)

Data (C)

Tool(x)

Data(B)

IMDJ

DJ結合

利用者
→提案者：

要求と評価

提案者→
利用者：

データ結合・
利用の方法を
提案（例：提
案1, 2）

過去の気象
@場所
@日時
@気温
@湿度
・・・ TJ(y)DJ(C) TJ(x)DJ(A)

Proposed plan: Combine data behind DJ(A), DJ(B), and 
DJ(C) to learn rules such as
(1) temperature(t) > 25c → consumption_beer(t) > 1L 
(2) consumption_beer(t) > 0.7L -> fat(t) > a -> g-GTP b.

DJ(B)

データ市場：意味レイヤー
の階層構造

データ提供・送信

社会的要求（「健康変化の要
因を知りたい」）

データ収集

計画・報酬の提示

による信頼の提供

実現手法（分析計画・実施
条件・コストなど）の提示

HowWhy

真の要求：生活に健康要因
がある疑い

↑Why

DJ利用事例F 丸の内データコンソーシアムでのIMDJ（2020）

※ コロナ対策プロジェクト（内閣官房等、横浜市、下田市など：Stay with Your Community）を生み出す元となったIMDJ

①要求を書く。「う
まいもん食いたい」
「交通を便利に」と
か雑駁でも「週あた
り接触した知り合い
と初対面者」と詳細
でも。

「感染リスクは込み
具合の定量評価だけ
ではない」を検証す
る手法の開発 「地域の人の属性

（職業、書体サイ
ズ）等」データ

「収集可能かつ必
要な個人属性（職
業、住所等）」
データ

個人の健康カード
を作る（健康状態、
接触利敵など、何
が必要か？）

②ソリューション
（データを使って要求
を満たす方法）を書く。

④ソリューションにDJ
を繋げておく
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168421
5041285.51299.7674.431.532
6.4584.1750.9595.13.916
3.14.1396.1536.25.78
2.21.81.3107.61.24
0.50.710.40.52
0.20.20.40.30.41

①Stay with Your Community = 閉じこもる個人から、確かめ合う仲間へ

数字：週あたり感染者ピーク

W

m0

<乱数化しているステップがありますので、
試行により結果が変わることがあります>

OTライン①

OTライン② W ーm0=m0
求めて会った人には会おう。
それ以外の人は、自分が求め
た数までが上限。慎重に選ん
で会おう。

The case of N= 10000

求めて会った人に
は会おう。しかし、
それ以外の人には
会わないで。

Wーm0 =0

a cluster 
(m0=3)

W=6

W ： 接触してしまう人
m0 ： 必要な接触相手（ ３月～5月に求めて会っていた人）
W－m0 ：必要ない（3月～5月に）のに接触してしまう人

（知らん人、あなたの隠れたファン、久しぶりの友人など）

感染拡大抑制の基本行動モデル（次ページに文献）

①感染拡大期間にも求めて会ってきた人とはそのまま接し、
②馴染みのない人は①の人数に達するまでは慎重な距離から
③「予備的邂逅」を実践しよう

一本の論文が生まれた
Ohsawa, Y., and Tsubokura,  M., PLOS ONE 2020.12.3

Cabinet 2020.12.13

ごく当たり前の日常から（↓本当は事後ですが）

NHK 
2020.12.13

さて、功労者は誰か?

a minister

Me

Stay with Your Community物語

横浜市
2020.8.22
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ローカルだからこそ「自分ごとソリューション」を持ち帰る

Stay with Your Community
①日常は、 不意の相手<意図した相手
②「日常の自由」より「急な解放」が危険

市長がリードしてリビングラボ

下田市での共創活動でコロ
ナ感染を抑制に成功

"現在のルールをどう変えるか？"
"市民への効果的なメッセージは何か？"
"なぜ、カードはすべての市民に使われていないのか？"

よりシンプルに、
より絞り込んで

"感染症患者数が10000人を超
えるのはいつ？"

意味のない問い（政府筋etc）

クエスチョン共創プロセスを経た問い（地方自治体）

2021.7.22（SWC初導入） 2022.2.24（カード改良）

0

5

10

15

20

3/103/304/195/95/296/187/87/288/179/69/2610/1611/511/2512/151/41/242/133/53/254/145/45/246/137/37/238/129/19/2110/1110/3111/2012/1012/301/192/82/283/204/94/29

下田市の感染者数 2/25
（新カード2）

3/1（2/25+
潜伏期間）7/22

（新カード
1）

7/26（7/22+
潜伏期間）

下田市のピークは、静岡県のピークから外れており、
別の要因で上下動していることが分かる。新カードの導入
の効果観測可能時（導入日から潜伏期間を過ぎた日あるい
はその翌日）にピークを過ぎる傾向。

データ連成 as Network of Questions
繋がる人は、みな功労者
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限界指摘: 正確にで
きないでしょ

２等分する?

WHY 君の
目的は？ 食べるんだ

よ!

WHY 君は?
マーマレード

を作る!

HOW どう
やるの?

皮を集めて煮
るんだ

We can share the 
orange!

なんだ問題ない
じゃないか!

「オレンジを仲良く分けよう」

「都合のもつれ」をほどく、問いのコミュニケーション

① 最初の提案

a1:人流と 建物の
データを入手

aa0: 代金
を支払う

実はひとつの
ソリューション

軽視していた
前提条件preab: 予算

に上限

不整合
e0:上記データ
入手可能

aa1: 人の多く来る
空間を設計

見落として
いた前提制約

e2: 地域の創造的な
交流を生み出す

Why? ⇒意図（真の要求）

元の要求：

派生制約
震災・感染
拡大が心配

クエスチョンが「都合」の深化で代替案を生み出す

② How? ⇒代替案

a’a2:多様な人が
求めあう場を構成

a’ a1:多様な人が

関心を持つ地域の
問題を発見

e’:コンソーシ
アムから発信

a’a3:質問の品質を
評価（KPI）

How? ⇒実施案
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デザインの為の創造的会話
ALP dialogue-acts (Eris, Bergner, Lifer）

Performance vs. Limit Handling (LH)

R
2
 = 0.8576

0
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40

50

60

70

0 10 20 30 40 50 60 70

Limit Handling Acts (per hour)

P
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rm
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ce

 S
co

re

P = 0.008

Generative Design Questions vs. Limit-Handling

R
2
 = 0.6135

10
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35

40

0 10 20 30 40 50 60 70
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P = 0.065 

Deep Reasoning Questions vs. Limit Handling

R2 = 0.7859

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

0 10 20 30 40 50 60 70

Limit Handling Acts (per hour)

D
R

Q
s 

(p
er
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o

u
r)

P = 0.0141

Why does the moon rise? How can one reach the moon?

+「質問」と「否定」の関係を考えてみよう

デザインの為の創造的な会話
ALP dialogue-acts （Eris, Bergner, Liferら, 2006）



6/14/2023

14

NASA image courtesy of the DSCOVR EPIC team. NASA Earth Observatory 
animation by Joshua Stevens. Used under the image use policy of NASA Earth 
Observatory.

The book of J. Pearl

L. Leifer:  Howばかりで

はイノベーションになら
ない。いまこそ、Whyを

問うべき

P. Langley: チャンス発見と
は、Whatを見つけ、Whyを

説明することだな

「１＋１は２だよ。みんな分かったね。」

WHY？

ビール ワイン スナック チーズ ヨーグ
ルト

Range of interest (t1) Range of interest (t2) Range of interest (t3)

呑み

お花見 家呑み
おつまみ

乳製品

食事と健康

データ

形式意味論
の採用者ら

状況意味論
の採用者ら

SNS
TV番組

書籍オルタナティブ
・データ

変化を予測したい？検知したい？それとも、説明したい？

Why
?
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パターン・ランゲージ（C. Alexander 1977）

1555 - 松岡正剛の千夜千冊 (isis.ne.jp)から抜粋した図

構成がよく考えられ一貫性のあるパターンを考える。それぞれのパターンは、問題とその革新的解
決を記述しており、特定の領域においては様々な用途に使うことができるものとなる。

「何を、どこに作って、どう用いるか」システムデザインのツール

「川越一番街 町づくり規範」
by 川越町並み委員会

[パタン・ランゲージ]を参考にして、1988年に作られた町づくりにおける日本初のデザインコード。町づくりに
おいて準拠すべき都市、建築における原則を67項目にまとめたもの。 大→小のスケールで分けられている。
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「描く」住民の参加によって設計された川越一番街

「町づくり規範」は、 いわゆる規制ではない。住民を初め町づく りにかかわるさまざまな主体が創意工夫をもって町づくりに参加し、 いきいきとし
た町を生成することを可能にするシステムとして、 ア メリカの建築家、 c. アレキサンダー氏の提唱するバタン・ランゲ ージに範をとって作成され
たものである。 このようなシステムの可 能性を教えてくれた同氏らの著作に感謝すると共に、今後の実践の 中で、鍛え、修正し、真に自分達
の言葉として身に着けていく努力 ー を重ねていきたい（「川越一番街 町づくり規範」より）

FC: Arrows of association or 
conditions

FC: Tree(s) for 
classification

siw1 w2

siw1 w2

FC: Embedded 
network

(c) Association rules

1. himo=1 5 ==> tekka=1 5    conf:(1)
2. kani=1 3 ==> ebi=1 3    conf:(1)
3. tsunamayo=1 2 ==> tamago=1 2    conf:(1)
・・・
26. iseebi=1 1 ==> chutoro=1 1    conf:(1) 
27. iseebi=1 1 ==> kani=1 1    conf:(1)
28. iseebi=1 1 ==> awabi=1 1    conf:(1)
・・・
36. iseebi=1 1 ==> ebi=1 1    conf:(1)
37. hamaguri=1 1 ==> ika=1 1    conf:(1)
38. hamaguri=1 1 ==> akagai=1 1    conf:(1)
39. hamaguri=1 1 ==> torigai=1 1    conf:(1)

(b) Decision tree(s)(a) SOINN

Feature Concept
要求を満たすために、データを使って取得すべき情報や知識を抽象化したもの。FCの表現方
法は様々であるが、一般的には以下のようなイメージで表すことができる。(Ohsawa et al: 
Living beyond data, Springer Nature 2022)

データの前に、まずイメージを描こう
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FC5: 
Architecture

KeyGraph Step 2) Step1で得た共起クラスターの繋
がり。低頻度事象を介した繋がりは赤ノード●で可視
化

a4

a5

a10

Target data D:  
a1, a2, a4, a5 … .
a4, a5, a3, … .
a1, a2, a6, …. .
… a4, a5 .

… .
a1, a2, , a5, … , a10.
a1, a2, a4, , … , a10.
…, …, .
…, …, … .
…

a1

a2

KeyGraph Step 1) 高頻度事象（ ● ）の共起クラスター. 

KeyGraph®

KeyGraph applied first (1996) to my PhD thesis

Ohsawa, Benson, Yachida, KeyGraph: Automatic 
indexing by co-occurrence graph based on building 
construction metaphor 1998 at IEEE ADL 

The new idea

KeyGraph® で専門性の異なる商品開発者が会議

臼井・大澤：組織内合意形成のためのチャンス発見 : 生地メーカーにおける触視覚補完型KeyGraphの効果, ファジィ学会論文誌, Vol.15 No.3, pp.275-285 (2003)

売れ筋（１）： ビジ
ネスウェア等に使
う「きれい目」生地

人気のスーツ

売れ筋（２）：
若さを感じさ
せる「着古し
系」生地

「若く爽やかに変身したい」
「仕事帰りには着替えたい」
→コーデュロイの新ジャケッ
ト

１３位 （/ ８００商品）のヒット

チャンス発見プロセスをデータ可視化で支援した、古くて新しい事例（2003）

チャンス発見プロセスで作った商品群

FC5: 
Islands 

and 
bridges

FC1: 
Architecture
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一本の論文が生まれた
Ohsawa, Y., and Tsubokura,  M., PLOS ONE 2020.12.3

Cabinet 2020.12.13

Be careful of 
the danger of 
bridges!

ごく当たり前の日常から
Infection Spread Simulations on a 

Network-based Social Model
But real risk lurks in a "cluster" with 
many uninfected people (in the future)

Everyone knows that there 
was a risk in the "cluster" 
with many infected people ...

NHK 
2020.12.13

さて、功労者は誰か?

a minister

Me

Stay with Your Community物語

横浜市
2020.8.22

まず理解に努める！が・・・難解で、
大量データは使えていない

https://www.kokuho-hp.or.jp/medical_care/busho/kensa/78

データ

パターン

知識

選択

前処理
変換

データマイニング

解釈／評価

目的データ

前処理済データ
変換後データ

データウェアハウシング

クリーニング
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血液検査の事例：初めに読み込む⇒そして可視化

GPT_high TP_low ,
TP_- ,
GPT_high TP_- ,
GPT_+ ,  (End of one time of blood test)
TP_low ,
.           (End of one case)

ALP_- F-ALB_low GOT_high GPT_+ HBD_low LAP_+ LDH_low TTT_high ZTT_high ,
ALP_low CHE_high D-BIL_high F-ALB_low F-B_GL_- GOT_high GPT_high LAP_high LDH_low
TTT_high ZTT_high ,
AMY_+,
F-ALB_low F-B_GL_low G_GL_+ GOT_high GPT_+ I-BIL_h+ LAP_high LDH_low TTT_high ZTT_high ,
GOT_high GPT_high LAP_high LDH_low TP_low TTT_high ZTT_high ,
B-type CAH2A . 

ALB_- ALP_low D-BIL_+ GOT_high GPT_+ LAP_high LDH_low TP_low TTT_high ZTT_high ,
F-ALB_low F-B_GL_low GOT_high GPT_high LAP_+ LDH_low TG_high TTT_high ZTT_high T-BIL_low
,
D-BIL_+ F-CHO_high GOT_+ GPT_+ K_high LAP_+ LDH_- T-CHO_high TP_low UN_high T-BIL_high ,
Interferon,
ALP_high D-BIL_high GOT_high GPT_high I-BIL_high LDH_+ T-BIL_high TTT_high UN_- ZTT_high T-

瀉血（血を抜い
て鉄分を減ら

す）の効果が分
かるかな？

？

Causality model for blood status and treatment

Yukio Ohsawa, Hajime Fujie, Akio Saiura, Naoaki Okazaki, and Naohiro Matsumura, Process to Discovering Iron Decrease as Chance to Use Interferon to Hepatitis B, Proc. 
International Workshop on Active Mining 2004, in Hashida, K. (eds) Post Proc. of The Annual Conference of Japanese Society of Artificial Intelligence (2005)

FC5: Islands 
and bridges
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インターフェロン
投与

アミラーゼ増加

アミラーゼ減少

鉄分除去

ＧＯＴなど増加
（肝炎悪化初期）

ビリルビン増加
（黄疸症状）

ＧＯＴ, g-GTP等
減少（回復期）

KeyGraph, for 730 tests: incl. (C & interferon & FE_- & FE_L & LDH_L)

事例: 要求「お客様の行動が変化するのは何故？きっかけを知りたい」

Ohsawa, Y. Graph-Based Entropy for Detecting Explanatory Signs of Changes in Market, Rev 
Socionetwork Strat (2018). https://doi.org/10.1007/s12626-018-0023-8

GBE = -SC p(C) log p(C)
※ Cはクラスタ

予兆・変化の説明KeyGraphの構造とリンクしたGraph based Entropyの変化を捉える

FC5’: 
Islands & 
dynamic 
bridges

Aug 16Aug 17 Aug 21 Aug 20

0

50

100

150

2013/8/14 2014/3/2 2014/9/18 2015/4/6 2015/10/23 2016/5/10 2016/11/26 2017/6/14

Google Trend 「シチュー」の結果 Why?

シチュー用調味料
（by マーケター）
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全然違うが・・・

気象庁データから一部抜粋し注釈付与

一般的な様式を元に作成した架空のデータです

RESI = -SC p(C) log p(C) – log p(S)の変化で活性化をアラート
※ Cはクラスタ, Sは当該地域 。先のGBEと比較してみてください

予兆・変化の説明

Ohsawa, Y., Regional Seismic Information Entropy for Detecting 
Earthquake Activation Precursors, Entropy 2018, 20(11), 861

FC5’: 
Islands & 
dynamic 
bridges
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年間の地震放
出エネルギー

得られた
予兆アラーム

Ohsawa, Y., Regional Seismic Information Entropy for Detecting 
Earthquake Activation Precursors, Entropy 2018, 20(11), 861

震央分布についての
クラスタ構造変化

「変数」の繋がりよりもイメージが大事！

beer  here is too 
expensive

buy

beerbuy

buy

(information)

refund
buy juice

wine

chips

buy
sweets

buy apple

(customer’s actions)

buy....

buy....

buy.... buy....

buy....

buy....

buy....

refund

buy....
buy....

buy....

buy....

buy.... buy....

buy....

buy....

buy....

refund

buy....

buy....

Data Leaf（Ohsawa et al 2022）

Ohsawa, Y., et al. Data Leaves as Scenario-oriented 
Metadata for  Data Federative Innovation on Trust, in 
Proc. IEEE Bigdata 2022

対象データセットに関する情報について、そ
のデータの内容から得られる潜在的構造を適
宜含めて表したメタデータ。データジャケッ
トがデータの内容を反映しなかったのに対し、

①多様な内容の成⾧中の、および確定した因
果構造 （生葉も落葉も）を集めてFeature 
Conceptを覆うことにより、データ利活用の
構想を行うのに用いることができる

②データ内の変数間の関係（葉脈）に及ぶ内
容であり、データ解析結果を反映して成⾧す
るダイナミクスを伴う

③葉脈の構造の上位における社会的要求構造
（樹木）まで検討するプロセスにも用いる

点が異なる。
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Variables appear on the 
edges of leaves

「時間」は矢
印で表せばよ
い

[DL1] POS data

buy....

buy....

buy.... buy....

buy....

buy....

buy....

refund

buy....
buy....

thing

custome
r

time

store

buy....

buy....

buy....

buy....

buy....
buy....

refund

buy....

影響

response

relevancequestion

text

time

writer

response

comment

comment

response

[DL2] Information in SNS

The FC Co-
evolution

[DJ1] POS data
(the difference of DL from DJ is 
here. Other parts including the 
title and abstract of a dataset 
are similar to DJ)

Variable: item
Variable: date and time
Variable: customer
Variable: item class

scenarization

From potential data user(s) From the provider of 
a dataset or its DL

FC-DL共進化とDJ⇒DL変換

G

h

G

e3

h

e4

h'

e2

The considered 
(in-scope) tree

Using dFrome, Relevant pieces of knowledge are extracted
from the logic-tree base and added as from (a) to (b). Causal
events are thus searched and added to finally obtain (c)

エビデンス意味論（Evidence based Semantics, presented 
in AAAI-SS 2023）のためのロジックツリーの拡張

(a) FC (a) FC + DL1 (a) FC + DL1+DL2+….
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雨

ウィルス飛散

人々の行動活性
化

SWYC

越境 ワクチン接種

接種まばら

気温絶対湿度

雨

ウィルス飛散・浮遊

水蒸気

人々の行動活性化

±

－ －

－

熱気
感染拡大

SWYC逸脱

越境移動 ワクチン均一接種

エントロ
ピー変化

－

＋

＋

接種数分布

接種数分布人流分布

気象分布

＋ ＋

感染拡大

Feature concept

Data leaves

小地域での
活動、交流

移動の活性

気象

ワクチン

感染拡大

Feature Concept（FC）にData leaves（DLs）を「貼り付ける」
(Y. Ohsawa, et al, "Data Leaves as Scenario-oriented Metadata for Data Federative Innovation on Trust," IEEE BigData 2022, pp. 6159-6168.)

① ②

③

• 気象、人流、接種数の間に関連がありそうなことをFCとして図示

• 対応するDLsを貼り付けることでシナリオが具体化 = コロナ感染
（データ）と気象（データ）との間には関係があると確認

• 両者の分布が非常に近い（=相関が高い）ことをデータにより確認

• 本当の手順は、Generate a product and explore its meaning

問い:理由を考えよ

人流データ解析から

0

1

2

3

4

5

6

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5

2019 冬

0

1

2

3

4

5

6

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5

2020 冬
r=0.74 r=0.78

Y: Infection cases per 104 people

X: orientation entropy（北を０度とした移動方向の分布から計算した、エントロピーの値）

多様な方向を向く
移動が顕著に影響

-LOG(4.55-X)-LOG(4.55-X)
0

10

20

30

40

50

60

70

80

-1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2

2021 夏
r=0.89

-LOG(4.6-X)

※Agoop社 ポイント型人流データによる 交通機関および移動方向エントロピーの影響,2023.2.24を整理

約4%が電車移動 約1.5%が電車移動:
「７割減」に一致

X: moving velocity (m/s)

Y: Infection cases per 104 people

0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6

2019

0

1

2

3

4

5

6

0 1 2 3 4 5 6

2020

vavr= 3.4 m/s vavr= 
2.0

公共交通機関の利用率と
感染者数に相関

r=0.58 r=-0.42
(相関が反転!）

問い:この結果について、理由を考えよ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 2 4 6 8 10

2021 Summer

r=0.56

交通機関および移動方向エントロピーの影響,2023.2.24を整理

※Agoop社 ポイント型人流データによる
交通機関および移動方向エントロピーの影響 | COVID-19 AI・シミュレーションプロジェクト (covid19-ai.jp)
https://www.covid19-ai.jp/ja-jp/presentation/2022_rq1_simulations_for_infection_situations/articles/article434/
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移動方向エントロピーの応用として

感染拡大リスクの高い駅は?（赤さが高さを示す）

池袋

新宿

渋谷

麻生10番

大崎

白金台

市ヶ谷

後楽園

根津

スカイツリー前

長原

新橋

人１）新しい関心

・言語化によるメタ認知
・シナリオコミュニケーション

,

行動

行動とその評価

・メタ認知から
価値の感知

（洞察）

メタ認知による評価・会話

＄￥

主体データ１

環境データ

コンピュータの
螺旋

主体データ２

環境（顧客、社会情勢）
との相互作用

人（意思決定者）の螺旋

意思決定
（シナリオ選択） 環境マップ

認知マップ

認知マップ
コンピュータ３）

次のサイクルへ

メタ認知による評価・会話

Ohsawa, Y. and Nara, Y., Understanding Internet Users on Double Helical Model of Chance-
Discovery Process, New Generation Computing 21(2), pp.109-122 (2003)

「データの対象世界を照らして探索」 によるチャンス発見

過去の方法から
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・言語化によるメタ認知
・シナリオコミュニケーション

,

行動

行動とその評価

本質的要求の
表出化（メタ認知）

対象データ１

対象DJ群

コンピュータの
螺旋

主体データW

？
環境（顧客、社会情勢）
との相互作用

人（意思決定者）の螺旋

意思決定
（シナリオ選択） DJマップ

可視化

次のサイクルへ

メタ認知による変数群と
構造の再構成

データ連成イノベーション： 「経験知を『特徴概念』に投影（データ化）し、E⇒C⇒I⇒S（協働）」

データ可視化、
学習等

青い部分は計算機リテラシーが、
赤い部分はより基本的な情報リテラシーが必要

現在の方法

Socialization

Externalization

Internalization

Combination

Externalization

労働条件
@人, @所属
@場所, @年月日
@給与
@労働時間
@労働内容

LLDJ

補強

疲れてるから

働き方に問題？

人口構成
@年月,@時間帯
@都市名
@各業種人工
@年齢
@・・・

消費生活
@Customer ID
@年齢@性別
@住所
@摂取食品
・・・ DJ(b)DJ(d)

人流
@年月,@時間帯
@都市名
@道路 @方向
@流量
@・・・

健康
@人, @所属
@場所, @年月日
@血圧 @体重
@CHE, @g-GTP, @
メンタル

DJ(c)

DJ(e) DJ(f)

↓Sol: 労働条件の心身への影響
↓Sol: 都市における人材のもたらす影響

労働条件
@人, @所属
@場所, @年月日
@給与
@労働時間
@労働内容

問いとイメージによるデータ連成の場の構造

FC8: 
diversity  

shift

Why?

Why?
Why?

Why?

歩くと適度に様子の
変わる街にしたい

犯罪街から子ども
も安心に遊べる街

に

美味しい店を
探しやすく

混雑を避け
る経路探索

都市にはいろんな
人がいるから

変な人近くに
いない席に座

る

最近、面白いこ
とないもん

大人も（子供の心
配せず）楽しめる

街にしたい

Why?

良い腕のプロがいる
と期待する

Why?

電車で座り
たいから

レストラン情報
@営業時間帯
@地点
@提供品目
@価格
@・・・ DJ(l)

口コミSNS
@発言者
@日時 @地点
@発言内容
@返信先・・・

DJ(k)
地点混雑
@日時
@地点
@人口

娯楽施設
@都市名
@営業時間帯
@娯楽種類
@対象年齢
@収容人数 DJ(g) DJ(i)

DJ(j)

店舗、ショー
@地点
@営業時間帯
@店舗等種類
@対象年齢
@展示内容 DJ(g)

Sol: 推薦システムSol: 経路探索

Sol: 楽しさ数量化

路線混雑
@日時

@路線, @駅
@乗降客数

FC6: 
islands 

and 
bridge

s

FC7: 
string and 

its 
tangling

FC2: tree(s) 
for 
classification

Fc99: 
discrete 
process

人口構成
@年月,@時間帯
@都市名
@各業種人工
@年齢
@・・・ DJ(e)

犯罪発生率
@年月,@時間帯
@都市名
@犯罪種類
@犯罪件数

DJ(h)

Sol: 文化の変遷
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Data

ExperienceResource for actions

We You
They

Let’s Live beyond Data

He

nebular

nebular

「実業の現場」

AI開発者、
設計者

AI操作者、ユーザ

AIユーザ

サイバーか？
フィジカルか？
「心の現場」

Domain experts

Use 
expert

Use expert

Use expert
めざすなら

3点セットでSoc 5+iへ

DX Triple =
Dual Experience

× Data Exchange
× Digital transformation

小数点はつけない imaginary


